












要約 

 ①母体搬送の適応として PROM、切迫早産によるものが多かった。②胎児適応での早産率

は有意に高く、搬送から分娩までの期間も短い傾向にあった。③低出生体重の頻度、仮死

出生頻度も胎児適応で有意に高かった。④周産期死亡は、PROM、早産適応以外の胎児適応

例にのみ認められた。⑤搬送方法別では新生児予後にとって母体搬送が新生児搬送より有

利に働くと考えられた。 


